
(57)【要約】

【課題】超音波探触子、特に手術中に用いられる超音波

探触子の操作性を向上する。

【解決手段】探触子ケース１２の右側及び左側には一対

のくびれ部１４，１６が形成されている。また探触子ケ

ース１２の上面１２Ａと前面１２Ｂとの連絡部分には斜

面としての切欠部２６が形成されている。さらに探触子

ケース１２の左右面に形成された面状部２０，２２には

穿刺用溝２０Ａ，２２Ａが形成されている。３つの指に

よって探触子ケース１２を摘み持ったり、２つの指で一

対のくびれ部１４，１６を挟み持ったりすることができ

、更に穿刺用溝２０Ａ，２２Ａに穿刺針を差し込んで例

えば親指の腹によってそれを押えることもできる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 手 術 中 に 用 い ら れ る 超 音 波 探 触 子 に お い て 、
　 本 体 ケ ー ス と 、
　 前 記 本 体 ケ ー ス の 下 部 に 設 け ら れ 、 整 列 し た 複 数 の 振 動 素 子 か ら な る ア レ イ 振 動 子 と 、
　 前 記 本 体 ケ ー ス か ら 引 き 出 さ れ た ケ ー ブ ル と 、
　 を 含 み 、
　 前 記 本 体 ケ ー ス に は 少 な く と も １ つ の 穿 刺 針 ガ イ ド が 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 超 音
波 探 触 子 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 探 触 子 に お い て 、
　 前 記 穿 刺 針 ガ イ ド は 、 前 記 複 数 の 振 動 素 子 に て 形 成 さ れ る 超 音 波 ビ ー ム の 走 査 面 上 に 当
該 穿 刺 針 ガ イ ド を 用 い て 保 持 さ れ る 穿 刺 針 の 穿 刺 経 路 が 位 置 決 め さ れ る よ う に 形 成 さ れ た
こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ３ 】
　 手 術 中 に 用 い ら れ る 超 音 波 探 触 子 に お い て 、
　 本 体 ケ ー ス と 、
　 前 記 本 体 ケ ー ス の 下 部 に 設 け ら れ 、 超 音 波 を 送 受 波 す る 超 音 波 振 動 子 と 、
　 前 記 本 体 ケ ー ス か ら 引 き 出 さ れ た ケ ー ブ ル と 、
　 を 含 み 、
　 前 記 本 体 ケ ー ス の 側 面 に は 少 な く と も １ つ の 穿 刺 針 用 の 溝 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 溝 と 指 の 腹 と に よ っ て 穿 刺 針 を 保 持 し 得 る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 超 音 波 探 触 子 に お い て 、
　 前 記 本 体 ケ ー ス の 右 側 面 及 び 左 側 面 に は 指 を 刺 し 通 す こ と が 可 能 な 大 き さ を も っ た 窪 み
と 前 記 溝 を 有 す る 面 状 部 と が 形 成 さ れ 、
　 前 記 本 体 ケ ー ス の 上 面 と 前 面 と の 連 絡 部 分 に は 指 の 腹 に 当 接 可 能 な 大 き さ を も っ た 傾 斜
し た 切 欠 が 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ 又 は ３ 記 載 の 超 音 波 探 触 子 に お い て 、
　 前 記 ケ ー ブ ル に お け る 前 記 本 体 ケ ー ス 側 の 一 端 部 に そ れ を 硬 質 化 す る 硬 質 化 部 材 が 設 け
ら れ た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ５ 記 載 の 超 音 波 探 触 子 に お い て 、
　 前 記 硬 質 化 部 材 は 、 前 記 ケ ー ブ ル の 一 端 部 を 覆 い 、 か つ 、 前 記 本 体 ケ ー ス に 連 結 さ れ た
管 状 部 材 で あ り 、
　 前 記 管 状 部 材 に は 被 覆 が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 探 触 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 超 音 波 探 触 子 に 関 し 、 特 に 手 術 中 に 使 用 さ れ る 超 音 波 探 触 子 の 形 態 の 改 良 に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 超 音 波 探 触 子 は 生 体 に 対 し て 超 音 波 を 送 受 波 す る プ ロ ー ブ で あ る 。 超 音 波 探 触 子 と し て
は 、 各 種 の も の が あ り 、 例 え ば 、 手 術 中 に お い て 臓 器 や 組 織 な ど の 表 面 に 直 接 当 接 し て そ
の 内 部 を 超 音 波 診 断 す る 術 中 プ ロ ー ブ が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 術 中 プ ロ ー ブ （ す な わ ち 手 術 用 超 音 波 探 触 子 ） は 、 例 え ば 意 匠 登 録 第 １ ０ １ ８ ６ ２ ６ 号
（ 特 許 文 献 １ ） に 記 載 さ れ た も の の よ う に 、 一 般 に 、 小 型 で 把 持 し や す い 形 態 を 有 す る 。
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そ の 従 来 例 で は 、 探 触 子 ケ ー ス の 背 面 側 か ら ケ ー ブ ル が 引 き 出 さ れ 、 探 触 子 ケ ー ス の 下 部
に は 左 右 方 向 に 並 ん だ 複 数 の 振 動 素 子 か ら な る ア レ イ 振 動 子 が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 探
触 子 ケ ー ス の 左 右 側 面 に は く び れ 面 と し て の 一 対 の 窪 み が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 一 対 の 窪
み に 例 え ば 人 指 し 指 及 び 中 指 を 刺 し 通 し て 探 触 子 ケ ー ス を 挟 む こ と に よ り 、 超 音 波 探 触 子
を 保 持 す る こ と が で き る 。 そ の 保 持 状 態 で 、 探 触 子 ケ ー ス の 下 面 （ 送 受 波 面 ） が 臓 器 表 面
上 に 当 接 さ れ 、 そ の 状 態 で 超 音 波 が 送 受 波 さ れ る 。 な お 、 こ の 従 来 例 で は 、 探 触 子 ケ ー ス
の 前 面 は 垂 直 の 平 面 で あ り 、 上 面 は 水 平 の 平 面 で あ り 、 そ れ ら の 間 に は 直 角 の 角 部 が 形 成
さ れ て い る 。 特 許 文 献 ２ に も 関 連 す る 技 術 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 意 匠 登 録 第 １ ０ １ ８ ６ ２ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 昭 ６ １ － ２ ８ ８ ８ ４ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ で 、 各 種 の 超 音 波 探 触 子 に つ い て 、 そ の 操 作 性 を 向 上 す る こ と が 望 ま れ て い る 。
こ の こ と は 上 記 の 術 中 プ ロ ー ブ に つ い て も 同 様 で あ る 。 例 え ば 、 臓 器 に 対 す る 診 断 箇 所 如
何 に よ っ て は 、 上 記 と は 別 の 持 ち 方 が 望 ま れ る 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 穿 刺 時 の 操 作 性 の 向 上 が 望 ま れ て い る 。 体 表 に 当 接 す る 超 音 波 探 触 子 の 中 に は 、
穿 刺 針 用 の ア タ ッ チ メ ン ト を 装 着 で き る も の が あ る が 、 そ の よ う な ア タ ッ チ メ ン ト は 複 雑
な 機 構 で あ る 。 そ の よ う な 複 雑 な 機 構 を 利 用 す る こ と な く 、 よ り 簡 便 か つ 円 滑 に 穿 刺 を 行
え る よ う に す る 必 要 が あ る 。 特 に 、 術 中 プ ロ ー ブ の 場 合 に は 、 そ れ 自 体 が 小 型 で 、 ま た 切
開 口 か ら 体 腔 内 へ 挿 入 し て そ れ を 使 用 す る 場 合 が 多 い の で 、 複 雑 な 機 構 を 超 音 波 探 触 子 に
装 着 す る の は 現 実 的 で な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 超 音 波 探 触 子 の 操 作 性 を 向 上 さ せ る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 手 術 用 超 音 波 探 触 子 の 操 作 性 を 向 上 さ せ る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 手 術 用 超 音 波 探 触 子 の 持 ち 方 の 自 由 度 を 高 め る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 穿 刺 を 行 う 場 合 に お け る 超 音 波 探 触 子 の 操 作 性 を 向 上 さ せ る こ と
に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 望 ま し く は 、 超 音 波 探 触 子 が 、 本 体 ケ ー ス と 、 前 記 本 体 ケ ー ス の 下 部 に 設 け ら れ 、 超 音
波 を 送 受 波 す る 超 音 波 振 動 子 と 、 前 記 本 体 ケ ー ス の 背 面 側 か ら 引 き 出 さ れ た ケ ー ブ ル と 、
を 含 み 、 前 記 本 体 ケ ー ス の 右 側 面 及 び 左 側 面 に は 指 を 刺 し 通 す こ と が 可 能 な 大 き さ を も っ
た 一 対 の 窪 み が 形 成 さ れ 、 前 記 本 体 ケ ー ス の 上 面 と 前 面 と の 連 絡 部 分 に は 指 の 腹 に 当 接 可
能 な 大 き さ を も っ た 傾 斜 し た 切 欠 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 本 体 ケ ー ス の 上 部 に あ る 連 絡 部 分 に 切 欠 が 形 成 さ れ て い る た め 、 超
音 波 探 触 子 を 複 数 の 指 で 摘 み 持 つ の が 容 易 と な る 。 例 え ば 、 切 欠 、 及 び 、 一 対 の 窪 み の そ
れ ぞ れ に 指 の 腹 を 当 て て 、 ３ 本 の 指 で 超 音 波 探 触 子 を 保 持 し 、 そ の 保 持 さ れ た 超 音 波 探 触
子 を 手 術 下 に あ る 臓 器 の 表 面 に 当 接 で き る 。 但 し 、 上 記 構 成 （ 一 対 の 窪 み と 切 欠 の 組 み 合
わ せ ） は 術 中 プ ロ ー ブ 以 外 の プ ロ ー ブ に も 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 望 ま し く は 、 前 記 切 欠 は 円 弧 状 の 形 態 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 望 ま し く は 、 前 記 本 体 ケ ー ス の 右 側 面 及 び 左 側 面 の 少 な く と も 一 方 に は 、 前 記 窪 み の 下
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方 に 面 状 部 が 形 成 さ れ 、 前 記 面 状 部 に は 穿 刺 針 ガ イ ド が 形 成 さ れ る 。 こ の 構 成 に よ れ ば 、
穿 刺 針 ガ イ ド に よ っ て 穿 刺 針 を 案 内 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 望 ま し く は 、 前 記 本 体 ケ ー ス の 右 側 面 及 び 左 側 面 に は 、 前 記 一 対 の 窪 み の 下 方 に 一 対 の
面 状 部 が 形 成 さ れ 、 前 記 一 対 の 面 状 部 に は 一 対 の 穿 刺 針 ガ イ ド が 形 成 さ れ る 。 こ の 構 成 に
よ れ ば 、 窪 み に 当 接 し た 指 の 腹 を 下 方 に ず ら し て 、 そ の 指 の 腹 を 面 状 部 に 押 し つ け て 穿 刺
針 を 押 さ え る （ 保 持 す る ） こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
（ ２ ） 本 発 明 は 、 手 術 中 に 用 い ら れ る 超 音 波 探 触 子 に お い て 、 本 体 ケ ー ス と 、 前 記 本 体 ケ
ー ス の 下 部 に 設 け ら れ 、 整 列 し た 複 数 の 振 動 素 子 か ら な る ア レ イ 振 動 子 と 、 前 記 本 体 ケ ー
ス か ら 引 き 出 さ れ た ケ ー ブ ル と 、 を 含 み 、 前 記 本 体 ケ ー ス に は 少 な く と も １ つ の 穿 刺 針 ガ
イ ド が 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 手 術 中 に 術 中 プ ロ ー ブ を 用 い て 超 音 波 診 断 と と も に 穿 刺 を 行 え る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 望 ま し く は 、 前 記 穿 刺 針 ガ イ ド は 、 前 記 複 数 の 振 動 素 子 に て 形 成 さ れ る 超 音 波 ビ ー ム の
走 査 面 上 に 当 該 穿 刺 針 ガ イ ド を 用 い て 保 持 さ れ る 穿 刺 針 の 穿 刺 経 路 が 位 置 決 め さ れ る よ う
に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
（ ３ ） 本 発 明 は 、 手 術 中 に 用 い ら れ る 超 音 波 探 触 子 に お い て 、 本 体 ケ ー ス と 、 前 記 本 体 ケ
ー ス の 下 部 に 設 け ら れ 、 超 音 波 を 送 受 波 す る 超 音 波 振 動 子 と 、 前 記 本 体 ケ ー ス か ら 引 き 出
さ れ た ケ ー ブ ル と 、 を 含 み 、 前 記 本 体 ケ ー ス の 側 面 に は 少 な く と も １ つ の 穿 刺 針 用 の 溝 が
形 成 さ れ 、 前 記 溝 と 指 の 腹 と に よ っ て 穿 刺 針 を 保 持 し 得 る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 従 来 の よ う に 穿 刺 針 を 保 持 す る た め の 複 雑 な 機 構 を 用 い る こ と な く
穿 刺 を 行 え る 。 つ ま り 、 指 の 腹 を 保 持 作 用 に 利 用 す る こ と に よ っ て 、 そ の よ う な 機 構 を 省
く も の で あ る 。 こ の 発 明 は 、 術 中 プ ロ ー ブ 以 外 の プ ロ ー ブ に も 適 用 す る こ と が で き る 。 両
側 面 に 溝 を 形 成 す れ ば 、 利 き 腕 に よ ら ず に 、 あ る い は 、 診 断 部 位 や 当 接 姿 勢 に よ ら ず に 、
穿 刺 を 円 滑 に 行 え る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 望 ま し く は 、 前 記 本 体 ケ ー ス の 右 側 面 及 び 左 側 面 に は 指 を 刺 し 通 す こ と が 可 能 な 大 き さ
を も っ た 窪 み と 前 記 溝 を 有 す る 面 状 部 と が 形 成 さ れ 、 前 記 本 体 ケ ー ス の 上 面 と 前 面 と の 連
絡 部 分 に は 指 の 腹 に 当 接 可 能 な 大 き さ を も っ た 傾 斜 し た 切 欠 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 望 ま し く は 、 前 記 ケ ー ブ ル に お け る 前 記 本 体 ケ ー ス 側 の 一 端 部 に そ れ を 硬 質 化 す る 硬 質
化 部 材 が 設 け ら れ る 。 望 ま し く は 、 前 記 硬 質 化 部 材 は 、 前 記 ケ ー ブ ル の 一 端 部 を 覆 い 、 か
つ 、 前 記 本 体 ケ ー ス に 連 結 さ れ た 管 状 部 材 で あ り 、 前 記 管 状 部 材 に は 被 覆 が 設 け ら れ る 。
硬 質 化 部 材 に よ れ ば 、 ケ ー ブ ル 自 体 を 摘 ん だ り 握 っ た り す る こ と が で き 、 そ の 部 分 を 柄 と
し て 機 能 さ せ る こ と が で き る 。 例 え ば 、 一 端 部 を 摘 ん で 、 超 音 波 探 触 子 の 本 体 を 体 内 の 狭
い 空 間 に 送 り 込 む こ と も 可 能 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 超 音 波 探 触 子 の 操 作 性 を 向 上 す る こ と が で き 、
特 に 手 術 用 超 音 波 探 触 子 の 操 作 性 を 向 上 で き る 。 ま た 穿 刺 を 円 滑 に 行 え る と い う 利 点 が あ
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ に は 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 好 適 な 実 施 形 態 が 示 さ れ て お り 、 図 １ は そ の 斜
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視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ に 示 さ れ る 超 音 波 探 触 子 は 大 別 し て 本 体 １ ０ と ケ ー ブ ル １ １ と に よ っ て 構 成 さ れ る
。 ケ ー ブ ル １ １ の 一 端 は 本 体 １ ０ に 接 続 さ れ 、 ケ ー ブ ル １ １ の 他 端 は 図 示 さ れ て い な い 超
音 波 診 断 装 置 に 接 続 さ れ る 。 こ の 超 音 波 探 触 子 は い わ ゆ る 術 中 プ ロ ー ブ で あ り 、 す な わ ち
、 切 開 に よ っ て 露 出 し た 例 え ば 臓 器 の 表 面 に 当 接 し て そ の 臓 器 の 内 部 を 超 音 波 診 断 す る た
め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 体 １ ０ は 探 触 子 ケ ー ス １ ２ と 超 音 波 振 動 子 （ 図 示 せ ず ） と を 有 し て い る 。 探 触 子 ケ ー
ス １ ２ の 下 面 は 送 受 波 面 ２ ４ で あ り 、 そ の 送 受 波 面 ２ ４ は 図 １ に 示 さ れ る よ う に 緩 や か な
凸 面 状 の 形 態 を 有 し て い る 。 こ れ に よ り 、 い わ ゆ る コ ン ベ ッ ク ス 型 の 超 音 波 探 触 子 が 構 成
さ れ て い る 。 そ の 送 受 波 面 ２ ４ に 沿 っ て 複 数 の 振 動 素 子 が 配 列 さ れ て お り 、 そ れ ら の 複 数
の 振 動 素 子 に よ り ア レ イ 振 動 子 （ 超 音 波 振 動 子 ） が 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 そ の ア レ イ 振 動 子 に よ り 超 音 波 ビ ー ム が 形 成 さ れ 、 そ の 超 音 波 ビ ー ム が 電 子 走 査 さ れ る
と 走 査 面 ２ ０ ０ が 形 成 さ れ る 。 そ の 走 査 面 ２ ０ ０ 上 に お い て 取 り 込 ま れ た 各 エ コ ー デ ー タ
に 基 づ き 二 次 元 断 層 画 像 で あ る Ｂ モ ー ド 画 像 が 形 成 さ れ る 。 探 触 子 ケ ー ス １ ２ に お け る 前
面 １ ２ Ｂ は 垂 直 な 平 面 と し て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 一 方 、 探 触 子 ケ ー ス １ ２ の 背 面 側 す な わ ち 基 端 部 １ ２ Ｃ に は 上 記 の ケ ー ブ ル １ １ の 一 端
が 接 続 さ れ て い る 。 す な わ ち 探 触 子 ケ ー ス １ ２ の 基 端 部 １ ２ Ｃ か ら ケ ー ブ ル １ １ が 引 き 出
さ れ て い る 。 探 触 子 ケ ー ス １ ２ の 上 面 は 平 面 と な っ て い る が 、 そ の 上 面 １ ２ Ａ と 前 面 １ ２
Ｂ と の 間 は 角 部 と は さ れ て お ら ず 、 そ れ ら の 連 絡 部 分 に 切 欠 部 ２ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 こ
の 切 欠 部 ２ ６ は 図 １ に 示 さ れ る よ う に 円 弧 状 に 湾 曲 し て お り 、 ま た そ れ は 傾 斜 面 を 構 成 し
て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の 切 欠 部 ２ ６ に 例 え ば 人 指 し 指 の 腹 を 当 接 す る こ と が で き る 。 こ れ に つ い て は 後 に 図
３ 及 び 図 ４ な ど を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 探 触 子 ケ ー ス １ ２ に お け る 左 側 及 び 右 側 の 側 面 に は そ れ ぞ れ 窪 み と し て の く び れ 部 １ ４
， １ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の く び れ 部 １ ４ ， １ ６ は 後 に 図 ２ を 用 い て 説 明 す る よ う に ケ
ー ブ ル １ １ の 軸 方 向 す な わ ち Ｘ 方 向 に 人 指 し 指 及 び 中 指 を 伸 ば し て そ れ ら の ２ つ の く び れ
部 １ ４ ， １ ６ 内 に 差 し 込 み そ の 状 態 に お い て ２ つ の 指 に よ っ て 探 触 子 ケ ー ス １ ２ を 狭 持 す
る た め の も の で あ る 。 ま た 、 そ れ ら の く び れ 部 １ ４ ， １ ６ 及 び 切 欠 部 ２ ６ を 利 用 し て 後 に
図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 探 触 子 ケ ー ス １ ２ を 摘 ん で 持 つ こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 探 触 子 ケ ー ス １ ２ に お け る 右 側 及 び 左 側 の 下 方 に は そ れ ぞ れ 面 状 部 ２ ０ ， ２ ２ が 形 成 さ
れ て い る 。 こ の 面 状 部 ２ ０ ， ２ ２ は 急 峻 な 傾 斜 面 を 構 成 し 、 そ れ ら の 中 央 に は 垂 直 方 向 に
沿 っ て 穿 刺 用 溝 ２ ０ Ａ ， ２ ２ Ａ が 形 成 さ れ て い る 。 そ れ ら の 穿 刺 用 溝 ２ ０ Ａ ， ２ ２ Ａ は 断
面 が Ｕ 字 型 あ る い は Ｖ 字 型 を 有 す る 溝 で あ っ て 、 そ の 内 部 に 穿 刺 針 を 落 と し 込 む こ と に よ
り 穿 刺 針 の 角 度 を 一 定 に 保 持 す る こ と が で き る 。 後 述 す る よ う に 、 い ず れ の 穿 刺 用 溝 ２ ０
Ａ ， ２ ２ Ａ に 穿 刺 針 を 装 着 し た 場 合 に お い て も 、 そ の 穿 刺 針 の 穿 刺 経 路 は 走 査 面 ２ ０ ０ 内
に 存 在 す る 。 す な わ ち 断 層 画 像 上 に お い て 穿 刺 針 の 観 察 を 行 え る よ う に 、 面 状 部 ２ ０ ， ２
２ の 傾 斜 角 度 及 び 穿 刺 用 溝 ２ ０ Ａ ， ２ ２ Ａ の 向 き が 設 定 さ れ て い る 。 穿 刺 針 の 挿 入 角 度 は
本 実 施 形 態 に お い て 固 定 さ れ て い る が 、 も ち ろ ん 、 そ の 角 度 を 可 変 す る 機 構 を 設 け る よ う
に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 探 触 子 ケ ー ス １ ２ の 右 側 及 び 左 側 に そ れ ぞ れ 穿 刺 溝 ２ ０ Ａ ， ２ ２ Ａ が 形 成 さ れ て い る た
め 、 術 中 プ ロ ー ブ の 臓 器 へ の 当 て 方 や 利 き 腕 な ど に 応 じ て 所 望 の 穿 刺 用 溝 ２ ０ Ａ ， ２ ０ Ｂ
を 選 択 し て 利 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。 も ち ろ ん 、 少 な く と も １ つ の 穿 刺 用 溝 が 形 成 さ れ
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て い れ ば 術 中 に お い て 穿 刺 を 行 え る と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 術 中 プ ロ ー ブ に お い て は 、 一 対 の く び れ 部 １ ４ ， １ ６
の 他 に 切 欠 部 ２ ６ を 形 成 し て い る た め 、 そ の 持 ち 方 に 多 様 性 を も た ら す こ と が 可 能 と な る
。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 例 え ば 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 人 指 し 指 １ ０ ０ 及 び 中 指 １ ０ ２ を 一 対 の く び れ 部 １ ４
， １ ６ に 刺 し 通 し て 術 中 プ ロ ー ブ を ２ つ の 指 で 挟 み 持 つ こ と も で き る 。 こ の 場 合 に お い て
は 、 ２ つ の 指 １ ０ ０ ， １ ０ ２ の 間 か ら ケ ー ブ ル １ １ が 引 き 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 例 え ば 、 親 指 １ ０ ４ ， 人 指 し 指 １ ０ ０ 及 び 中 指 １ ０ ２ に
よ っ て 術 中 プ ロ ー ブ を 摘 み 持 つ こ と も で き る 。 そ の 場 合 に お い て は 、 例 え ば 、 く び れ 部 １
４ に 親 指 １ ０ ４ の 腹 が 当 接 さ れ 、 く び れ 部 １ ６ に 中 指 １ ０ ２ の 腹 が 当 接 さ れ 、 切 欠 部 ２ ６
に 人 指 し 指 １ ０ ０ の 腹 が 当 接 さ れ る 。 ち ょ う ど 、 将 棋 の 駒 を 持 つ 時 の よ う に 極 め て 自 然 な
形 態 で 術 中 プ ロ ー ブ を 保 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ３ に 示 さ れ る よ う な 状 態 に お い て 、 例 え ば 穿 刺 を 行 う 必 要 が 生 じ た 場 合 に は 、 い ず れ
か の 穿 刺 用 溝 ２ ０ Ａ ， ２ ２ Ａ を 用 い て 穿 刺 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 穿 刺 用 溝 ２ ０ Ａ に 穿 刺 針 １ １ ０ が 刺 し 通 さ れ 、 そ の 状 態 に お い
て 親 指 １ ０ ４ の 腹 に よ っ て 面 状 部 ２ ０ が 押 圧 さ れ る 。 そ の 場 合 に 親 指 １ ０ ４ の 腹 と 面 状 部
２ ０ と の 間 に 穿 刺 針 １ １ ０ が し っ か り と 保 持 さ れ る こ と に な る 。 そ の 状 態 に お い て 例 え ば
穿 刺 針 １ １ ０ の 基 端 部 を 前 方 に 押 し 出 す こ と に よ り 実 際 に 穿 刺 を 行 う こ と も で き る し 、 ま
た 穿 刺 針 １ １ ０ を 引 き 抜 く こ と も 容 易 で あ る 。 図 ４ に 示 さ れ る 状 態 で は 、 ３ つ の 指 に よ っ
て 術 中 プ ロ ー ブ が 摘 み 持 た れ て お り 、 そ の 場 合 に 親 指 １ ０ ４ は 術 中 プ ロ ー ブ の 保 持 と 穿 刺
針 １ １ ０ の 保 持 の 両 方 に 機 能 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 １ に 示 し た 構 成 に お い て 、 ケ ー ブ ル １ １ の 一 端 部 （ 探 触 子 ケ ー ス １ ２ か ら 引 き 出 さ れ
た 部 分 ） を 硬 質 化 す る の が 望 ま し い 。 そ れ に つ い て 、 図 ５ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ５ に は 、 超 音 波 探 触 子 の 断 面 が 示 さ れ て い る 。 な お 、 内 部 機 構 は 省 略 し て あ る 。 探 触
子 ケ ー ス １ ２ か ら は ケ ー ブ ル １ １ が 引 き 出 さ れ て い る が 、 そ の 一 端 部 （ 探 触 子 ケ ー ス １ ２
に 連 な る 部 分 ） に 硬 質 材 料 （ 金 属 、 硬 質 樹 脂 な ど ） で 構 成 さ れ る 管 状 部 材 ３ ０ が 設 け ら れ
て い る 。 そ の 管 状 部 材 ３ ０ の 一 端 は 探 触 子 ケ ー ス １ ２ に 挿 入 さ れ 、 ま た 固 定 さ れ て い る 。
管 状 部 材 ３ ０ は 熱 収 縮 チ ュ ー ブ ４ ０ で 覆 わ れ 、 管 状 部 材 ３ ０ の 表 面 は 外 部 に 露 出 し て い な
い 。 こ の よ う な 構 成 に よ る と 、 ケ ー ブ ル １ １ の 一 端 部 を 親 指 及 び 人 指 し 指 で 摘 ん で 持 っ た
り 、 探 触 子 ケ ー ス １ ２ に お け る テ ー パ ー 状 の 基 端 部 １ ２ Ｃ （ 図 １ 参 照 ） と ケ ー ブ ル １ １ の
一 端 部 と に ま た が っ て 親 指 の 腹 を あ て が い 、 人 指 し 指 の 腹 を 切 欠 部 １ ２ Ａ に あ て が い 、 更
に 適 当 に 中 指 を そ え る こ と に よ り 、 超 音 波 探 触 子 を 摘 み 持 つ こ と が で き る 。 も ち ろ ん 、 そ
れ 以 外 に も 多 様 な 持 ち 方 が あ り 得 る 。 つ ま り 、 ケ ー ブ ル １ １ の 一 端 部 を 柄 の よ う に 機 能 さ
せ る こ と が で き る 。 例 え ば 、 そ の 部 分 を 摘 ん で 、 切 開 部 位 や 組 織 内 な ど 狭 い 空 間 に 本 体 を
送 り 込 む こ と も 容 易 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 好 適 な 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 超 音 波 探 触 子 の 第 １ の 持 ち 方 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 す 超 音 波 探 触 子 の 第 ２ の 持 ち 方 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ に 示 す 超 音 波 探 触 子 の 穿 刺 時 の 持 ち 方 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 超 音 波 探 触 子 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
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【 ０ ０ ４ ２ 】
　 １ ０ 　 本 体 、 １ １ 　 ケ ー ブ ル 、 １ ２ 　 探 触 子 ケ ー ス 、 １ ４ ， １ ６ 　 く び れ 部 、 ２ ０ ， ２
２ 　 面 状 部 、 ２ ４ 　 送 受 波 面 、 ２ ６ 　 切 欠 部 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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